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平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
10

日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

平
成
21
年
度
当
初
予
算
な
ど
25
案
件
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
案
件
は
以
下
の
通
り
で
す
。

☆
議
案
第
１
号

平
成
21
年
度
川
西
町
一
般
会
計
予
算

☆
議
案
第
２
号

平
成
21
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

☆
議
案
第
３
号

平
成
21
年
度
川
西
町
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

☆
議
案
第
４
号

平
成
21
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

☆
議
案
第
５
号

平
成
21
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
予
算

☆
議
案
第
６
号

平
成
21
年
度
川
西
町
介
護
保
険
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算

☆
議
案
第
７
号

平
成
21
年
度
川
西
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

☆
議
案
第
８
号

平
成
21
年
度
川
西
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

☆
議
案
第
９
号

平
成
21
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
予

算
以
上
、
９
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
21
年
度
予
算
の
承
認
を
得
た
も
の
で

す
。
内
容
詳
細
は
、
先
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☆
議
案
第
10
号

平
成
20
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予

算・
大
型
ゴ
ミ
の
リ
ク
エ
ス
ト
回
収
用
の
軽

ト
ラ
購
入
費
用
等

・
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手

当
金
給
付
に
要
す
る
経
費

・
中
央
体
育
館
の
屋
根
の
補
修
費
用
そ
の

他
補
償
金
免
除
の
繰
上
げ
償
還
を
行
う

た
め
の
増
額
補
正
。

☆
議
案
第
11
号

平
成
20
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
増
額
補

正
。

☆
議
案
第
12
号

平
成
20
年
度
川
西
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算

保
険
給
付
費
の
減
少
に
伴
う
減
額
補

正
。

☆
議
案
第
13
号

平
成
20
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

広
域
連
合
納
付
金
の
減
が
見
込
ま
れ
る

た
め
の
減
額
補
正
。

☆
議
案
第
14
号

平
成
20
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算

国
か
ら
の
交
付
金
を
基
金
へ
の
積
立
金

と
す
る
た
め
、
及
び
保
険
給
付
費
に
お
い

て
実
績
減
に
よ
る
減
額
補
正
。

☆
議
案
第
15
号

平
成
20
年
度
川
西
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

償
還
金
免
除
の
繰
上
げ
償
還
を
行
う
た

め
の
増
額
補
正
。

☆
議
案
第
16
号

平
成
20
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

事
業
実
績
に
よ
る
減
額
補
正
。

☆
議
案
第
17
号

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

財
政
健
全
化
の
た
め
今
年
度
も
引
き
続

き
、
町
長
等
の
特
別
職
の
給
料
を
減
額
す

る
た
め
改
正
。

☆
議
案
第
18
号

川
西
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
制

定
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
適
切
に
監
理

す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
。

☆
議
案
第
19
号

川
西
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

小
学
校
統
合
に
よ
る
文
言
の
整
備
。

☆
議
案
第
20
号

川
西
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

国
か
ら
の
交
付
金
に
よ
る
基
金
の
充
当

を
加
味
し
た
上
で
の
介
護
保
険
料
の
改
定

を
行
う
た
め
の
改
正
。

☆
議
案
第
21
号

川
西
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
条
例
の
制
定

国
か
ら
の
交
付
金
を
管
理
す
る
た
め
の

基
金
の
設
置
。

☆
議
案
第
22
号

川
西
町
・
三
宅
町
教
育
事
務
委
託
に
関

す
る
規
約
の
廃
止

唐
院
小
学
校
の
廃
止
に
伴
い
、
三
宅
町

小
柳
地
区
児
童
の
教
育
事
務
の
受
託
を
廃

止
。

☆
議
案
第
23
号

在
宅
福
祉
事
業
の
委
託
事
務
に
関
す
る

規
約
の
廃
止

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事
務

の
廃
止
。

☆
議
案
第
24
号

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
け
る
基

金
の
権
利
放
棄

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の

整
備
費
用
に
あ
て
る
た
め
の
基
金
出
資
分

の
一
部
に
つ
い
て
の
権
利
放
棄
。

☆
諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
引
き
続
い
て
、
大
西
千
香
子
氏
の

推
薦
が
、
承
認
さ
れ
た
も
の
。

議
会
だ
よ
り
　
平
成
21
年
第
１
回
定
例
会

平
成
21
年
度
予
算
・
平
成
20
年
度
補
正
予
算
等
25
案
件
可
決
・
推
薦
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川
西
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
再
利
用
お
よ
び

減
量
化
を
図
る
と
と
も
に
、
人
間
と
環
境

の
関
わ
り
に
つ
い
て
幅
広
い
理
解
を
深

め
、
将
来
に
わ
た
る
「
環
境
を
大
切
に
思

う
心
」
を
育
成
し
て
い
く
生
涯
教
育
の
一

環
と
し
て
「
資
源
回
収
団
体
に
対
す
る
助

成
金
交
付
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
を
合
わ
せ
て
21
団
体
の
登
録
が
あ
り
、

１
年
間
の
回
収
量
は
２
９
８，

５
４
６
㎏

（
３
月
31
日
現
在
）
で
し
た
。
こ
の
量
は

川
西
町
全
体
の
約
２
ヶ
月
分
の
可
燃
ゴ
ミ

の
量
が
資
源
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
金
額
に
換
算
す
る
と
、
町
の
ゴ

ミ
処
理
費
用
が
約
２
８
０
万
円
節
約
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
団
体
及
び
当
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
住
民
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
恵
み
豊
か
な
地
球
を
未
来
に

継
承
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

平成20年度資源回収実績

役
場
組
織
の
課
名
と
サ
ー
ビ
ス
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

４
月
か
ら
役
場
組
織
の
福
祉
部
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
か

か
わ
り
の
深
い
窓
口
の
変
更
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
週
２
回
の
可
燃
ご
み
の
日
に
出
さ
れ
ま
す
と
焼
却
炉
で
燃
や
さ
れ

灰
に
な
り
ま
す
が
、
月
１
回
の
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
ダ
ン
ボ

ー
ル
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
会
の
資
源
回
収
と
と
も
に
分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

資
源
回
収

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
ご
協
力
を
！

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
生
活
課
（
内
線
１
８
３
）

1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１

品　　目 回　収　量

ダンボール 38,690kg

雑誌 52,550kg

新聞紙 188,140 kg

紙パック 1,323kg

アルミ缶 2,788kg

布類 15,055 kg

合計 298,546kg

税務課

町県民税、固定資

産税、軽自動車税、

法人税など

会計課

南都銀行派出 正面玄関

健康福祉課

障害福祉、児童福祉、

児童手当、児童扶養

手当、特別児童扶養

手当、保育所、民生

児童委員、犬の登録、

狂犬病予防、そ族・

昆虫の駆除

介護高齢室

介護保険・保険料、

介護サービス、高齢

者福祉、地域包括支

援センター

保険年金課

国民健康保険、国

民年金、老人保健

制度、後期高齢者

医療制度、福祉医

療制度

住民生活課

戸籍、住民登録、

外国人登録、印鑑

登録、人権施策、

衛生（清掃・リサ

イクルに関するこ

と）、恩給援護（戦

傷病者、戦没者・

遺族に関するこ

と）、生活保護
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■
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
※
氏
名
の
後
ろ
の
（

）
は
旧
所
属

■
副
町
長

★
松
本
ひ
ろ
子
（
副
町
長
福
祉
部
長
事
務
取
扱
）

■
理
事
総
務
部
長
事
務
取
扱

★
大
山
泰
司
（
理
事
総
務
部
長
事
務
取
扱
産

業
建
設
部
長
事
務
取
扱
）

■
部
長
級

★
福
祉
部
長

山
嶋
健
司
（
総
務
課
長
）

★
産
業
建
設
部
長
併
水
道
部
長

松
本
公
一

（
水
道
部
長
）

■
課
長
級

★
会
計
管
理
者
心
得

鈴
木
輝
雄
（
会
計
課

長
）
★
総
務
課
長

森
田
政
美
（
住
民
福
祉

課
長
）
★
総
務
課
参
事
議
会
事
務
局
事
務
従

事

高
間
隆
弘
（
建
設
課
長
）
★
情
報
シ
ス

テ
ム
課
長

前
川
卓
（
教
育
委
員
会
か
ら
出

向
）
★
税
務
課
長

福
本
誠
治
（
税
務
課
課

長
補
佐
）
★
住
民
生
活
課
長

松
本
雅
司

（
健
康
長
寿
課
長
兼
健
康
長
寿
課
介
護
高
齢

室
長
）
★
保
険
年
金
課
長

下
間
章
兆
（
企

画
財
政
課
長
）
★
健
康
福
祉
課
長
兼
健
康
福

祉
課
介
護
高
齢
室
長

福
本
哲
也
（
保
険
年

金
課
長
）
★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

山
嶋
幸
子
（
健
康
長

寿
課
健
康
推
進
室
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
）
★
建
設
課
長

寺
澤
伸
和
（
税
務
課
長
）

★
会
計
課
長
　
海
達
順
吉
（
情
報
シ
ス
テ
ム

課
長
）
★
上
下
水
道
総
務
課
長

中
川
栄
一

（
上
下
水
道
課
課
長
心
得
）
★
上
下
水
道
業

務
課
長

松
村
好
高
（
上
下
水
道
課
主
幹
）

役
場
人
事
異
動

■
課
長
補
佐
級

★
企
画
財
政
課
課
長
心
得

西
村
俊
哉
（
教

育
委
員
会
か
ら
出
向
）
★
総
務
課
課
長
補
佐

堀
内
規
世
子
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
企
画
財

政
課
課
長
補
佐
）
★
税
務
課
課
長
補
佐

安

井
靖
子
（
住
民
福
祉
課
主
任
）
★
住
民
生
活

課
課
長
補
佐

吉
岡
伸
晃
（
住
民
福
祉
課
課

長
補
佐
）
★
住
民
生
活
課
課
長
補
佐

山
口

尚
亮
（
保
険
年
金
課
主
任
）
★
保
険
年
金
課

課
長
補
佐

大
西
成
弘
（
保
険
年
金
課
主
任
）

★
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

吉
岡
秀
樹
（
健

康
長
寿
課
課
長
補
佐
）
★
健
康
福
祉
課
課
長

補
佐

岡
田
充
浩
（
住
民
福
祉
課
主
任
）
★

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

松
嶋
修
子
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
★
す
ば
る
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
所
長

広
瀬
行
延
（
住
民
福
祉
課
課
長
補

佐
す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
い
ぶ
き

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長
）
★
上
下
水
道
総
務

課
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
業
務
課
課
長
補
佐

南
本
政
勝
（
保
険
年
金
課
課
長
補
佐
兼
税
務

課
課
長
補
佐
）

■
主
任
級

★
総
務
課
主
任

松
下
正
嗣
（
総
務
課
主
任

兼
企
画
財
政
課
主
任
）
★
総
務
課
主
任

川

竹
純
子
（
総
務
課
主
任
兼
企
画
財
政
課
主
任
）

★
総
務
課
主
任

石
古
篤
（
総
務
課
主
事
兼

企
画
財
政
課
主
事
）
★
税
務
課
主
任

西
川

直
明
（
上
下
水
道
課
主
任
）
★
住
民
生
活
課

主
任
環
境
整
備
員

渡
壁
健
次
（
住
民
福
祉

課
主
任
環
境
整
備
員
）
★
住
民
生
活
課

主

任
環
境
整
備
員

森
本
勝
敏
（
住
民
福
祉
課

主
任
環
境
整
備
員
）
★
住
民
生
活
課
主
任

坂
本
弘
子
（
住
民
福
祉
課
主
任
）
★
健
康
福

祉
課
主
任
保
健
師

野
村
佳
代
（
健
康
長
寿

課
主
任
保
健
師
）
★
健
康
福
祉
課
主
任

高

場
慎
太
郎
（
健
康
長
寿
課
主
事
）
★
健
康
福

祉
課
主
任

中
森
委
香
（
健
康
長
寿
課
主
事
）

★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
主
任
保
健
師

栗
林
美
子
（
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
室
主
任

保
健
師
★
建
設
課
主
任

篠
原
愛
子
（
産
業

振
興
課
主
任
）
★
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
主

任

土
江
恵
子
（
住
民
福
祉
課
主
任
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
）
★
す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
主
任

白
木
原
時
子
（
住
民
福
祉
課
す
ば

る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任
）
★
い
ぶ
き
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
主
任

後
藤
孝
子
（
住
民
福
祉

課
い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任
）
★
い
ぶ

き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任

西
村
充
代
（
住

民
福
祉
課
い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任
）

★
上
下
水
道
総
務
課
主
任
兼
上
下
水
道
業
務

課
主
任

飯
田
浩
之
（
税
務
課
主
任
）

■
主
事
級

★
総
務
課
主
事
〈
県
派
遣
〉
奥
田
好
志
（
建

設
課
主
事
）
★
企
画
財
政
課
主
事

中
川
直

樹
（
企
画
財
政
課
主
事
兼
総
務
課
主
事
）
★

税
務
課
主
事

増
井
達
也
（
企
画
財
政
課
主

事
兼
総
務
課
主
事
）
★
税
務
課
主
事

弓
場

康
稚
（
税
務
課
主
事
兼
保
険
年
金
課
主
事
）

★
住
民
生
活
課
主
事

松
本
有
司
（
住
民
福

祉
課
主
事
）
★
住
民
生
活
課
環
境
整
備
員

福
本
善
仁
（
住
民
福
祉
課
環
境
整
備
員
）
★

住
民
生
活
課
環
境
整
備
員

米
田
直
敏
（
住

民
福
祉
課
環
境
整
備
員
）
★
住
民
生
活
課
環

境
整
備
員

吉
村
幸
治
（
住
民
福
祉
課
環
境

整
備
員
）
★
健
康
福
祉
課
保
健
師

津
田
志

保
（
健
康
長
寿
課
保
健
師
）
★
健
康
福
祉
課

主
事

河
田
江
利
奈
（
健
康
長
寿
課
主
事
）

★
健
康
福
祉
課
主
事

菱
田
敬
子
（
健
康
長

寿
課
主
事
）
★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
保

健
師

巳
波
郁
子
（
健
康
長
寿
課
健
康
推
進

室
保
健
師
）
★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
保

健
師

大
野
真
紀
（
健
康
長
寿
課
健
康
推
進

室
保
健
師
）
★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
保

健
師

身
吉
ま
ゆ
み
（
健
康
長
寿
課
健
康
推

進
室
保
健
師
）
★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室

主
事

中
西
雅
子
（
上
下
水
道
課
主
事
）
★

建
設
課
主
事

川
北
啓
司
（
教
育
委
員
会
か

ら
出
向
）
産
業
振
興
課
研
修
員

川
本
訓
之

（
県
か
ら
派
遣
）
★
す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
主
事

大
西
健
夫
（
住
民
福
祉
課
す
ば
る

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
事
）
★
い
ぶ
き
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
主
事

桃
井
佐
知
子
（
西
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
主
事
）
★
上
下
水
道
総
務
課
主

事
兼
上
下
水
道
業
務
課
主
事

池
原
由
香
里

■
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
出
向

深
澤
達
彦
（
総
務
課
課
長
補
佐
議
会
事
務
局

事
務
従
事
）
・
米
澤
和
広
（
税
務
課
主
任
）

■
新
規
採
用

★
企
画
財
政
課
主
事

Z
仲
真
一
　
★
税
務

課
主
事

小
川
智
　
★
住
民
生
活
課
主
事

南
貴
子
　
★
保
険
年
金
課
主
事

k
口
智
子

■
平
成
21
年
３
月
31
日
付
け
退
職

吉
岡
秀
夫
・
寺
澤
淳
子

■
平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
臨
時
（
嘱
託
）

職
員
発
令

★
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長

中
谷
壯
一

★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
栄
養
士

下
地

梨
絵

★
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
保
健
師

中
澤

恵
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子育て応援特別手当は「生活対策」の一環として、多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点から、平成
20年度限りの措置として、幼児教育期の第２子以降の子どもに１人あたり３６，０００円が支給され、現在申
請の受付が行なわれています。この手当を受けるためには申請が必要です。
申請期限は、平成21年９月30日までです。

1 対象となる子ども
平成20年度において、小学校就学前３年間に該当する子ども（生年月日が平成14年４月２日から平成17年４

月１日までの間の子ども）であって、第２子以降の子どもが対象となります。
※子どもの数え方は、18歳以下（平成２年４月２日以後に生まれた子ども）の中から年齢順に第１子・第２
子と数えます。
※対象となる子どもと第１子が別居している場合などは、同じ人に扶養（健康保険や税扶養など）されてい
ることが必要です。

2 手当の額
対象となる子ども１人あたり３６，０００円を同居する世帯主に支給します。
※世帯主(手当の受給者)であるか否かの判定は、平成21年２月１日現在で判定します。
※支払い方法は原則「口座振込」です。

参考：子どもの数え方と支給金額の例　※●印が支給対象児童です。

3 申請の手続き
住民基本台帳を基に、該当と思われる世帯主の方には、３月中旬に申請書等を発送していますので申請して

ください。
※申請書が届いていない場合でも上記の例①～⑥を参考の上、該当と思われる世帯主の方は申請期間中に本
人確認書類（免許証・住基カードなど）と振込先の通帳および印鑑を持って川西町役場健康福祉課窓口へ
お越しください。また、対象となる子どもと第１子が別居しているなどの場合は同じ人に扶養されている
事が確認できる書類（健康保険証など）も一緒にお持ちください。
※窓口で申請される場合の受付時間は、土日祝祭日を除く平日の午前９時から午後５時までです。

問い合わせ 川西町役場健康福祉課
1０７４５－４４－２２１１　内線１６２

平成２年４月２日生

例① 例② 例③ 例④

○

例⑤

○第１子

●第２子 ●第２子
●第３子

○第１子
●第２子

●第２子 ●第３子 ○第１子

○第３子

￥36,000支給額 ￥72,000 ￥36,000 ￥36,000 ￥36,000 非該当

○第２子

○第１子 ○第１子 ○第１子

○第２子

例⑥

平成14年４月２日生

小学校就学前
３年間

平成17年４月１日生

子育て応援特別手当が支給されます
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
や
学
生
納
付
特
例
及
び
若
年
者
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
た
め
に
後
か
ら
保
険
料
を
納
付（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
10
年
以
内

(

平
成
21
年
４
月
分
は
平
成
31
年
４
月
ま

で)

で
す
。

な
お
、
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

先
に
経
過
し
て
い
る
月
の
分
か
ら
順
次

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生

納
付
特
例
期
間
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶

予
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を

優
先
し
て
追
納
し
、
次
い
で
免
除
期
間

の
追
納
を
行
い
、
学
生
納
付
特
例
期
間
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
に

免
除
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
生
納
付

特
例
期
間
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間

を
先
に
追
納
す
る
か
、
免
除
期
間
を
先
に

追
納
す
る
か
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合
の
加

算
額
を
含
め
た
具
体
的
な
追
納
額
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
追
納
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は

「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」

を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
納
付
書
を
発
行

致
し
ま
す
。
申
込
書
の
送
付
ご
希
望
及
び

追
納
手
続
き
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

防
衛
省
で
は
、
幹
部
候
補
生
（
一
般
・

技
術
）
及
び
一
般
曹
候
補
生
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

★
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

応
募
資
格

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
。

た
だ
し
、
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
卒

業
見
込
者
を
含
む
。）

受
付
期
間

５
月
12
日
（
火
）
ま
で

試
験
日

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

試
験
会
場

（
１
次
試
験
）
５
月
16
日

（
土
）
・
17
日
（
日
）
た
だ
し
、
17
日

は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
。

★
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
。

た
だ
し
、
平
成
22
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予

定
者
の
受
付
は
、
文
部
科
学
・
厚
生
労

働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
に
実

施
し
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
12
日
（
火
）
ま
で

試
験
日

（
１
次
試
験
）５
月
23
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

1
０
７
４
４
―
29
―
９
０
６
０

※
橿
原
地
域
事
務
所
が
左
記
の
場
所
に
移

転
し
ま
す
。

〒
６
３
４
―
０
８
０
４

橿
原
市
内
膳
町
５
丁
目
２
―
34

近
鉄
大
和
八
木
駅
北
出
口
ナ
カ
タ
ニ
第

弐
ビ
ル
３
階

○半額免除は平成14年４月から、３／４免除及び１／４免除は平成18年
７月から実施。

○平成19・20年度は、追納加算額はありません。

追納保険料額（円）

免除等を 全額免除

受けた年度 若年者納付猶予 3／4免除 半額免除 1／4免除

学生納付特例

平成11年度 16,190 － － －

平成12年度 15,560 － － －

平成13年度 14,960 － － －

平成14年度 14,390 － 7,200 －

平成15年度 14,180 － 7,090 －

平成16年度 13,980 － 6,990 －

平成17年度 14,010 － 7,010 －

平成18年度 14,070 10,550 7,030 3,510

平成19年度 14,100 10,570 7,050 3,520

平成20年度 14,410 10,810 7,200 3,600

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
追
納
の
オ
ス
ス
メ
！

問
い
合
わ
せ
　
奈
良
社
会
保
険
事
務
局
桜
井
事
務
所
　
1
０
７
４
４
―
42
―
０
０
３
３

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
追
納
の
オ
ス
ス
メ
！

問
い
合
わ
せ
　
奈
良
社
会
保
険
事
務
局
桜
井
事
務
所
　
1
０
７
４
４
―
42
―
０
０
３
３

自
衛
官
等
募
集
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も
う
、
つ
き
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成
18
年
６
月
１
日
よ
り
新

築
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
２
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。現

在
、
皆
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
既
存
住
宅
に
は
、
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
期
日
ま
で
約
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
住
宅
か
ら
の
火
災
に
よ
る
死
者
の
６
〜
７
割
が
就
寝
中
の
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
家
族
の
尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
早
期
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
「
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど
、
消
防
職
員
等
の
フ
リ
を
し
て
無
理
や
り

売
り
つ
け
る

○
「
今
だ
け
」、「
あ
な
た
だ
け
」、「
今
す
ぐ
」
な
ど
と
急
が
せ
る
。

○
契
約
内
容
を
言
わ
ず
に
、
高
額
な
金
額
を
請
求
す
る
。

○
「
法
律
で
義
務
化
さ
れ
、
設
置
し
な
い
と
罰
金
」
な
ど
と
恐
怖
心
を
あ
お
っ

て
く
る
。

※
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
に
つ
い
て
は
罰
金
な
ど
の
罰
則
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
住
宅
等
へ
の
訪
問
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

磯
城
消
防
署
予
防
係
　
1
０
７
４
４
―
33
―
２
４
６
１

5
月
12
日（
火
）
〜
18
日（
月
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
活
動
強
化
週
間

★
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す

皆
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
に
向
け
て
助
言

や
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
福
祉
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

多
く
の
方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
福
祉
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
福
祉
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
い
ま
す

地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
問
題
や
要
求
、
期
待
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
は
そ
の
場
で
解
決
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
は
専
門
機
関
を
紹
介
し
て
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
皆
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
や
関
係
機
関
に
届

け
ま
す
。

★
例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

■
こ
ど
も
に
関
す
る
こ
と

育
児
・
い
じ
め
・
虐
待
な
ど

■
お
年
寄
り
に
関
す
る
こ
と

一
人
暮
ら
し
・
介
護
保
険
な
ど

■
障
害
者
に
関
す
る
こ
と

資
金
制
度
な
ど

■
そ
の
他
、
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と

健
康
・
生
活
保
護
・
資
金
制
度
・
住
居
な
ど

皆
さ
ん
の
悩
み
の
改
善
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

川
西
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
わ
か
ら
な
い
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
福
祉
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

も
う
、
つ
き
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り�

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り�

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り�
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●
自
動
車
税
の
納
期
限
は
6
月
１
日（
月
）で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
５
月
１
日
（
金
）
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

金
融
機
関
の
窓
口
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
奈
良
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
第
一
課
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
県
内
で
住
所
変
更
さ
れ
た
方
又
は
他
都
道
府
県
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
で
県
外
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
、
運
輸
支
局
で
す
み
や
か
に
変
更
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

○
休
日
、
夜
間
自
動
車
税
納
付
・
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
時

５
月
30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

５
月
27
日
（
水
）、
28
日
（
木
）、
29
日
（
金
）、
６
月
１
日
（
月
）

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

場
　
所

奈
良
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
第
一
課
）

1
０
７
４
２
―
26
―
１
１
７
７

高
田
県
税
事
務
所
　
1
０
７
４
５
―
22
―
１
７
０
１
（
代
）

桜
井
県
税
事
務
所
　
1
０
７
４
４
―
43
―
３
１
３
１
（
代
）

吉
野
県
税
事
務
所
　
1
０
７
４
６
―
32
―
２
６
８
７

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
時
間
帯
は
、
各
県
税
事
務
所

に
お
い
て
各
種
県
税
の
納
付
、
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

※
県
税
の
窓
口
で
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

軽　自　動　車　税
平成21年度　固定資産税第１期分　の徴収月です。

（全期前納分）
役場職員が出張しますのでよろしくお願いします。

★納期限内に納付がない場合は延滞金がかかりますので、ご注意ください。
★８月納期分以降の出張徴収は行いませんので、納税は取扱金融機関や役場会計課の窓口で納め
るか口座振替で納めてください。

問い合わせ 役場税務課　1０７４５－４４－２２１１（内線１３３・１３４）

徴収日のお知らせ

月　日 曜 自　治　会 場　　　所 時　　　間
東　城 下永公民館 ９：30～11：30

５月25日 月 西　城 西城公民館 ９：30～11：30

東　方 東人権文化センター 13：30～15：30

上吐田 金福寺 ９：30～11：30

５月26日 火 南吐田 南吐田公民館 ９：30～11：30

北吐田 北吐田公民館 13：30～15：30

唐　院 唐院公民館 ９：30～11：30
５月27日 水

中村･美ノ城 中村公民館 13：30～15：30

保　田 保田公民館 ９：30～11：30
５月28日 木

出屋敷・美幸 出屋敷公民館 13：30～15：30

結崎団地
結崎南団地 結崎公民館 ９：30～11：30

５月29日 金
ハッピータウン
梅　戸 西人権文化センター 13：30～15：30

奈
良
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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犬
の
登
録
に
つ
い
て

犬
を
飼
お
う
と
さ
れ
る
方
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
い
て
犬
の
登
録
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

登
録
の
と
き
に
鑑
札
を
交
付
し
ま
す
。
鑑
札
に
は
、
登
録
し
た
県
名
と
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
ど
こ
で
保
護
さ
れ
て
も
飼
い
主
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
に
は
必
ず
鑑
札
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
引
越
し
な
ど
の
と

き
に
は
、
変
更
申
請
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
等
の
申
請
は
役
場
窓
口
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

集
合
注
射
当
日
は
、
注
射
場
所
で
犬
の
登
録
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
登
録
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
あ
わ
せ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
数
料
　
３，

０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
飼
わ
れ
て
い
る
犬
に
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
年
１
回
受
け
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

川
西
町
で
は
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
現
在
犬
を
登
録

し
て
い
る
方
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
案
内
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う
え
最
寄
り
の
実

施
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
を
利
用
さ
れ
な
い
方
は
、
動
物
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日

５
月
14
日
（
木
）

時
間
・
場
所

①
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
　
川
西
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

②
午
前
10
時
50
分
〜
12
時
　
　
　
川
西
町
役
場
駐
車
場

③
午
後
１
時
〜
３
時
　
　
　
　
　
結
崎
公
民
館
駐
車
場

※
　
集
合
注
射
に
関
し
て
は
、
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
会
場
で
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
　
注
射
の
際
、
犬
を
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

犬
が
暴
れ
、
飼
い
主
の
方
が
押
さ
え
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
注
射
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
行
き
違
い
等
で
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注
射
料
金
　
３，

２
０
０
円

（
注
射
手
数
料
２，

６
５
０
円
＋
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

釣
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
福
祉
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

事業主の皆様へ

労働保険年度更新について
平成21年度の労働保険（労災保険・雇用

保険）の年度更新手続きは、６月１日から

７月10日までの期間です。期日までに忘れ

ず手続きをお願いします。

ご注意

期日までに申告書の提出がない場合は、

政府が保険料等の額を決定し、さらに追徴

金（保険料等の10％）を課すことがありま

す。

早期申告納付のお願い

申告・納付期日である７月10日（金）は、

金融機関・郵便局窓口において大変混雑が

予想されます。混雑緩和のため、早期の申

告・納付にご理解・ご協力をお願いいたし

ます。

問い合わせ 奈良労働局総務部労働保険徴

収室　10742―32―0203

犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
、
奈
良
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
必
ず
つ
な
ぐ
か
、
し
っ
か
り
し
た
囲
い
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◎
散
歩
や
運
動
に
連
れ
出
す
際
に
は
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
、
は
な
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
い
犬
の
「
糞
」
の
処
理
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

◎
猫
は
外
で
行
動
す
る
こ
と
も
多
く
、
適
正
に
管
理
で
き
る
頭
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
猫
は
１
年
に
10
〜
15
頭
の
子
ど
も
を
産
み
ま
す
。
野
良
猫
の
増
加
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
去
勢
・
不
妊
手
術
な
ど
の
繁
殖
制
限
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
猫
自
身
の
安
全
を
守
り
、
他
人
へ
の
迷
惑
を
防
ぐ
た
め
に
、
室
内
飼
育
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◎
飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
飼
い
主
の
名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
名

札
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
福
祉
課
　
1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）



長寿医療（後期高齢者医療）制度で受けられる給付について

次の①～⑤の場合で医療費などを全額支払ったときは、役場保険年金課窓口で申請することにより、一部負
担金を差し引いた金額が後日支給されます。
※　申請書類の審査を行うため、申請から支給まで約３か月かかります。

①　急病などでやむを得ず保険証を持たずに診療を受けたとき
一旦は全額自己負担していただき、後日申請をして認められますと自己負担分以外が療養費として支給

されます。

②　海外旅行中に海外で医療を受けたとき
一旦は全額自己負担していただき、後日申請をして認められますと自己負担分以外が療養費として支給

されます。支給については、日本国内での保険医療機関等で疾病や事故などで給付される場合を標準とし
て決定した金額（標準額）から被保険者の一部負担金相当額を控除した額が海外療養費として支払われま
す。日本国内で保険適用となっていない医療行為は給付の対象になりませんので注意が必要です。

③　コルセットなどの治療用補装具を作ったとき
医師の指示により、コルセットなどの補装具を作ったときは、いったん全額負担しますが、後から申請

して認められると自己負担分以外が療養費として支給されます。

④　はり・灸などの施術を受けたとき
医師が必要と認めた、はり・灸・マッサージなどの施術を受けたり、骨折やねんざなどで、保険を扱っ

ていない柔道整復師の施術を受けた時は、後から申請して認められると自己負担分以外が療養費として支
給されます。

⑤　移送費の支給
医師の指示による一時的・緊急的な必要性があり、重病人の入院、転院などで移送の費用がかかったと

きは、広域連合の承認が得られた場合に限り、移送にかかった費用が支給されます。

被保険者がなくなられたとき、葬祭を行った方に対して、葬祭費として30,000円が支給されます。
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申請に必要なもの 保険証・診療内容明細書・領収書・印かん
振込先が確認できるもの　◎申請書は保険年金課窓口にあります

申請に必要なもの 保険証・診療内容明細書・領収書・日本語翻訳文・印かん
振込先が確認できるもの　◎申請書は保険年金課窓口にあります

申請に必要なもの 保険証・医師の意見書・領収書・印かん
振込先が確認できるもの　◎申請書は保険年金課窓口にあります

申請に必要なもの 保険証・医師の同意書・明細がわかる領収書・印かん
振込先が確認できるもの　◎申請書は保険年金課窓口にあります

申請に必要なもの 保険証・医師の意見書・領収書・印かん
振込先が確認できるもの　◎申請書は保険年金課窓口にあります

葬祭費の支給

申請に必要なもの 保険証・印かん・葬祭執行人の振込先が確認できるもの
◎申請書は保険年金課窓口にあります

● こんなときは保険年金課窓口まで届け出を ●
奈良県外へ転出するとき 保険証・印かん

他の都道府県から奈良県内に転入するとき 負担区分等証明書・印かん

奈良県内で住所が変わったとき 保険証・印かん

被保険者が死亡したとき 保険証・印かん・葬祭執行人の口座が確認できるもの

生活保護を受けるようになったとき 保険証・印かん

一定の障害がある方が６５歳になったとき、６５歳を
身体障害者手帳等・印かん

過ぎて一定の障害のある状態になったとき

役場保険年金課
に届出下さい



認知症ってなあに？②
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地域包括支援センターだより�地域包括支援センターだより�地域包括支援センターだより�
～　第４回　～

認知症を予防するためには…

食生活は体の健康に通じ、体の健康
は脳の健康に通じます。
●塩分の取りすぎに注意
●栄養バランスを考えて
●食生活のリズムを整えて

体も心も動かす生活が、いきいきとし
た脳をつくります。
●適度な運動を忘れずに
●趣味を通じて人とのお付合いを
●“おしゃれ”は脳活性化の第一歩
●ストレスはこまめに発散

静かな時間もまた、脳の大切な栄養素です。
●読書や新聞を楽しむ知的生活を
●脳の休憩には３０分以内の昼寝
●充実した睡眠で脳をリフレッシュ

認知症を正しく理解しましょう！
認知症は『病気』であることを理解しましょう。
一人の人間として、尊重する気持ちを持って接しましょう。

あたたかい見守りと優しい声かけを！
「お出かけですか？」「どう？体の調子は」見かけたら声をかけましょう。
それが地域での見守りにつながります。

ご家族が困っているときには、話し相手・相談相手になってあげて！
話すこと、聞いてもらうことだけで、ご家族の気持ちも軽くなります。

本人や家族の思いを地域や相談窓口に伝えましょう！
地域と支援機関（民生児童委員・地域包括支援センターなど）が連携することで、多面
的なサポートが可能になります。

認知症の人に出会ったら･･･地域のみんなができること

☆相談・問い合わせ☆　川西町地域包括支援センター　10745-44-2211（内線164）�

（川西町役場　健康福祉課内）�

地域包括支援センターは

『高齢者の方の相談窓口です！』
どこに相談してよいか分からない悩みや相談
事は、まずは地域包括支援センターにお尋ね
ください！必要な情報やサービス、関係機関
等の紹介や、支援を行います。
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お と な 保健センターで実施します

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

糖　　尿　　病
予　防　相　談

※時間予約制
（1人約30分）

以前糖尿病といわ
れたことがある方、
血糖値やHbA１c
が高めの方

体脂肪測定、生活習慣チェックをしま
す。保健師・栄養士が日常生活に関す
ること、食生活に関することなど個別
の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などを持参し
てください。

5月25日（月）
実施時間
午前9時30分～

11時30分

問い合わせ・申込み　健康福祉課健康推進室（保健センター内）�問い合わせ・申込み　健康福祉課健康推進室（保健センター内）�問い合わせ・申込み　健康福祉課健康推進室（保健センター内）�

10745-43-190010745-43-190010745-43-1900

１．対 象 者：平成21年度に40・50・60・70歳になる方（対象の方には、受診票を個別郵送いたします。
ただし、現在治療中の方は、対象外となります。）

40歳（昭和44年４月１日～昭和45年３月31日生まれの方）
50歳（昭和34年４月１日～昭和35年３月31日生まれの方）
60歳（昭和24年４月１日～昭和25年３月31日生まれの方）
70歳（昭和14年４月１日～昭和15年３月31日生まれの方）

２．実施期間：平成22年3月31日まで
３．医療機関：町内指定歯科医院

①指定歯科医院の中から受診する歯科医院を選び、予約をしてください。

②予約日時に受診票を持参して、受診してください。

４．内　　容：問診、口腔内診査

５．検診料金：1,000円（歯科医院でお支払いください。）

川西町では平成21年４月１日から妊婦健康診査費用の公費負担回数を３回から14回に増やしまし
た。

対象：川西町に住所を有する妊婦の方

＊他市町村から転入された妊娠中の方には、妊婦健康診査費用の補助券を追加交付します。

持ってくる物：母子健康手帳、印鑑、未使用分の健康診査受診票（お持ちの方）

詳しくは、健康推進室（保健センター内）へお問い合わせください。

歯周病検診をうけましょう！�歯周病検診をうけましょう！�歯周病検診をうけましょう！�

平成21年4月1日から
妊婦健診の公費負担回数が14回になりました
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こ ど も 保健センターで実施します
＊母子手帳を持参してください

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

４・５ヵ月児
健　康　診　査

生後４・５ヵ月児
（平成20年12月11日
～平成21年２月10日生
まれ）
※対象者には個別通知
します。

6月5日（金）
受付時間
午後1時～

1時20分

問診、身体計測、内科診察、生活・栄
養相談
絵本の読み聞かせについて

乳 幼 児 相 談
生後すぐ～就学前の児
育児のことで相談した
い方

6月5日（金）
受付時間
午前9時～10時

身体測定、発達・生活・栄養・歯科相
談

三　種　混　合
予　防　接　種

生後３カ月～７歳６カ
月未満の児

5月11日（月）
6月9日（火）
受付時間
午後1時30分～

1時45分

《初回接種》
20日～56日間隔で３回接種してくださ
い。
《追加接種》
初回接種（３回）終了後６カ月以上の
間隔をあけて１回接種してください。
＊持ち物：予診票、体温計

Ｂ　　Ｃ　　Ｇ
予　防　接　種

生後３ヵ月～６ヵ月
児未満の児
（平成20年11月26日
～平成21年２月28日
生まれ）

5月28日（木）
受付時間
午後1時30分～
1時45分

BCGは結核を予防するワクチンです。
接種当日に満６ヵ月を超える児は任意
接種となりますので早めに受けましょ
う。
＊持ち物：予診票、体温計

２　歳　歯　科
検　　　　　診

２歳４～２歳７ヵ月児
（平成18年９月26日～
19年１月25日生まれ）
※対象者には個別通知
します。

5月21日（木）
受付時間
午前9時～

9時40分

歯科検診、歯みがき指導、フッ素塗布
（希望者のみ）、生活相談、栄養相談
※フッ素塗布希望者は300円必要です。

１歳６ヵ月児
健　康　診　査

１歳６ヵ月～１歳８ヵ
月児
（平成19年８月16日～
11月15日生まれ）
※対象者には個別通知
します。

5月8日（金）
受付時間
午後1時30分～

2時30分

問診、身体計測、内科診察
歯科検診、生活・栄養・歯科・発達相
談

10 ヵ　月　児
健　康　相　談

生後９ヵ月～11ヵ月児
（平成20年５月16日～
８月15日生まれ）
※対象者には個別通知
します。

5月7日（木）
受付時間
午前9時～

9時15分

離乳食のお話、
身体計測、発達・生活・栄養・歯科相
談

※転入などで予防接種の予診票を持っていない方は、健康推進室（保健センター）まで連絡して
ください。



いきいき広輪は、おおむね65歳以上の方を対象に軽い体操やレクリエーションなどを通じて、いろん
な人とのつながりの中で喜びや楽しみを見い出し、互いに支えあいながら健康で充実した生活を送って
いただくことを支援するものです。

■元気が出る！ここだけの話と体操
毎回一つテーマを決めて、健康に役立つ話をうかがいます。体操は、いすに座ってでもできる、しかも
からだの中の小さな筋肉を鍛えていく、ここだけのとっておきの体操です。あなたも始めてみませんか。
○日　　時 ５月１日（金） 午前10時～12時、６月５日（金） 午前10時～12時

※今年度は、毎月第１金曜日に開催となります。
○ゲ ス ト 内田　恵美子さん（健康運動指導士） ○持ち物 床に敷くバスタオル・フェイスタオル
○申し込み 不要

■いきいき広輪・特別企画（年齢に関係なく、ご参加いただけます。）

最近、笑っていますか？ストレスを溜め込んでいませんか？
「表情筋」とは、顔の皮膚の下にある30種類以上の筋肉のこと。この筋肉が緊張したりゆるんだり
することでさまざまな表情がつくられます。表情筋を意識的に動かすことで脳は活性化し、気持ちも
前向きになると言われています。闘病中、悲観的になりがちだったときに、このストレッチに出会い、
内面の変化を感じてのめりこんだという講師･坂本弥生さんの講演と、手軽にできる「表情筋ストレ
ッチ」を教わります。

日時　５月21日（木）午後１時30分～午後３時30分

場所　西人権文化センター
対象 川西町在住・在勤の方

（年齢・性別に関係なくご参加いただけます。）
定員 30名（先着順） 参加費　無料
講師 坂本弥生さん

（コミュニケーションサポート・ローズウッド主宰）

申し込み受付期間 5月7日（木）～14日（木）土・日を除く。
お問い合わせ・申し込み 川西町西人権文化センター（川西町梅戸243-１）10745－44－2080
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西人権文化センター�5月�

講師プロフィール
６年間の海外生活を経て、民間企業に15年勤務。
2004年、がん発覚。自らの闘病体験から、笑顔をつくることによる
精神的・身体的効果を実感。
2006年、表情筋トレーニング指導者資格を取得。
現在、「心・脳・表情・イキイキ!! 明るい笑顔で毎日を!!」をモッ
トーとする「ローズウッド・笑顔教室」を奈良を中心に近畿６箇所
で開催。身体＆表情筋のストレッチを中心に心理面、潜在意識、コ
ミュニケーション等、あらゆる角度から「笑顔」にアプローチ、「笑
いやすい体質（笑顔体質）づくり」を推進する。

今の目標は、うつ病に
なる人や自殺者を減ら
すことです。

心を元気にする表情筋ストレッチ�心を元気にする表情筋ストレッチ�心を元気にする表情筋ストレッチ�
「笑顔の素敵な人」になる！�「笑顔の素敵な人」になる！�
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平成21年４月１日付けで総務大

臣から引き続き、下記の方に委嘱

されました。住民さんの皆さんと

行政のパイプ役として、第三者的

な立場から公正な判断を行い、要

望や苦情の解決に取り組んでいた

だきます。

任期 平成21年４月１日

～平成23年３月31日

小林　淳一　　（敬称略）

DENGONBAN

5月

人命を救うためには、人工呼吸

や心臓マッサージ、心臓への電気

ショックを速やかに行うことが重

要です。最近では、一般の人が電

気ショックを行う機械｢ＡＥＤ｣を

用いることが認められました。磯

城消防署では毎月応急手当講習会

を行っていますので、ぜひご参加

ください。

日時 ５月20日（水）

午前９時～12時

場所 磯城消防署

内容 普通救命講習（ＡＥＤ取扱

い及び心肺そ生法など応急手

当）

受講料 無料

申し込み・問い合わせ

磯城消防署救急係

10744－33－2461

応急手当講習会行政相談委員

DENGONBAN

「定額給付金」や「子育て応援特別手当」に関して

¡川西町、総務省及び厚生労働省（の職員）が電話などで

ATM（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作を

お願いすることは、絶対にありません。

¡川西町、総務省及び厚生労働省（の職員）が「定額給付金」

の給付のために、手数料などの振込を求めることはありま

せん。

¡川西町、総務省及び厚生労働省（の職員）が世帯構成や銀

行口座などの個人情報を電話などで聞き取りをすることは

ありません。

ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）をかたっ

た電話がかかってきたら迷わず最寄りの警察署（または警察

相談電話＃9110）にご連絡ください。

定額給付金や子育て応援特別手当の給
付をよそおった「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意ください。

定額給付金や子育て応援特別手当の給
付をよそおった「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意ください。

定額給付金や子育て応援特別手当の給
付をよそおった「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意ください。
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申し込み及び問い合わせ
奈良県経営者協会　若年者地域
連携事業　10742－20－2210

FAX0742－20－2215

【県内居住の就職希望者対象】
仕事に役立つコース
対象 ワード･エクセルの使用経
験のある方
受講期間 ６月８日（月）～17日
（水）８日間　午前９時～午後４
時
内容 仕事の現場ですぐに役立つ
ワード･エクセルを学ぶ。
会場 奈良・高田
定員 各24名　定員を超えた場合
は抽選
受講料 9,500円（別途テキスト
代必要）
ワード･パワーポイントコース
対象 パソコン初心者の方
受講期間 ６月19日（金）～30日
（火）８日間　午前９時～午後４
時
内容 文書の作成、編集、プレゼ
ンテーションソフトを学ぶ。
会場 高田
定員 24名　定員を超えた場合は
抽選
受講料 9,500円（別途テキスト
代必要）
申し込み ５月19日（火）午前９時
～午後５時または５月20日（水）
午前９時～12時の間に80円切手
を張った封筒を持参のうえ、本
人が希望会場で面談の上、申し
込む。
会場及び問い合わせ
奈良しごとｉセンター　奈良市
西木辻町93-６　10742－23－
5730

高田しごとｉセンター　大和高
田市西町１-60 10745－24－
2010

日時
◎５月14日（木） 午後１時30分～
４時30分「自己理解とキャリア
デザイン」
◎５月28日（木） 午後１時30分～
４時30分「実践に役立つ！面接
トレーニング」
会場 ならジョブカフェ
対象 おおむね35歳未満の方（30

代後半不安定就労者を含む。）
内容 就職に関するスキルを学ぶ
受講料 無料
定員 各10名程度
申し込み 各回前日までに希望
日、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢を記入しFAXま
たは電話で下記へ連絡。FAXの
場合は受付後連絡有。
問い合わせ及び申し込み
ならジョブカフェ（ヤングコー
ナー）奈良市西木辻町93－６

10742－23－5730

FAX0742－23－5757

http://www.nara-jobcafe.jp/

日時 ５月28日（木）～７月15日
（木）うち28日間　午前９時30分
～午後４時30分
会場 奈良県立図書情報館
内容 仕事に対する理解を深めな
がらパソコンや簿記など、経理
や営業、販売に関係する就職ス
キルを高め、面接練習などの就
職準備セミナーで、早期就職に
結び付けていくための講座です。
対象 おおむね40歳未満の方。
定員 30名　定員を超えた場合は
抽選
受講料 無料（別途教材費必要）
申し込み 住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢、性別を記入し
FAXまたは電話で下記へ申し込
む。５月15日必着。

若者対象
就職に役立つセミナー

しごとｉセンター
「パソコン講習」

仕事探しから就職まで
サポートする「しごと塾」

国土交通省では河川をやさしく見守ってくださる河川愛護モニターを募
集します。対象とする河川は大和川・佐保川（国土交通省管理区間）です。
委嘱期間：平成21年７月１日より平成22年６月30日まで（１年間）
募集期間：平成21年５月１日から平成22年５月31日まで
応募資格：大和川・佐保川の近く（おおむね５㎞以内）にお住まいで、20

歳以上の方（男女を問いません）。
募集人数：奈良県域（王寺町・三郷町・河合町・斑鳩町・安堵町・川西

町・大和郡山市）で２名（予定）
謝　　礼：月額4,580円（予定）

※支払額は３％源泉徴収された額となります。
応募についての問い合わせ、応募用紙請求等は
大和川河川事務所占用調整課河川愛護モニター募集係まで
〒583-0001 大阪府藤井寺市川北３－８－33
1072－971－1381（内線342） Fax072－973－1480
HPURL http://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/

※ なお、応募用紙等は大和川河川事務所占用調整課のほか、下記にも置
いてあります。
大和川河川事務所王寺出張所　10745－73－6571
〒636-0002 北葛城郡王寺町王寺１－13－８

※ お預かりする個人情報は、厳重な管理のうえ、河川愛護モニター選定
以外の目的で使用することはありません。

河川愛護モニターの募集
あなたの目で、大和川を見守ってみませんか
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６月１日は「人権擁護委員の日」

です。人権擁護委員が、となり近

所とのトラブル、いじめやあらゆ

る差別などの相談を受けます。相

談は無料で秘密は固く守られます

ので、お気軽にご相談ください。

日時 ６月９日（火）

午後１時～４時

場所 川西町福祉施設「ぬくもり

の郷」（和室）

問い合わせ 役場住民生活課

10745－44－2211（内線181）

○サツキの育て方

日時 ５月31日（日）

午後１時30分～３時30分

場所 県フラワーセンター

材料費 無料

定員 50人（抽選）

受付期間 ５月17日（日）まで

申し込み方法 往復ハガキで希望

講習名・住所・氏名・電話番号

と返信用宛名を記入の上、下記

まで送付してください。はがき

は１名・１講習だけで記入くだ

さい。

応募は県内在住の方に限りま

す。受付期間外の到着は無効で

す。応募者多数の場合は抽選し、

当落を通知します。

問い合わせ 〒639-1035

大和郡山市額田部南町160

奈良県フラワーセンター

10743－59－0075

特設人権相談所

奈良県フラワーセンター
園 芸 教 室

会場 奈良県心身障害者福祉センター　10744－33－3393
募集内容及び定員
◎手書きコース 30人　　◎パソコンコース 20人

募集条件
◎パソコンコース
¡ノートパソコンをお持ちの方
¡１分間に70文字以上入力できること

日程
◎手書きコース
６/６・13・20・27・７/４・11・18
８/１・８・29・９/12・19（各土曜）
時間　14：00～17：00

◎パソコンコース
６/６・13・20・27・７/４・25・８/22・９/19（各土曜）
時間　14：00～17：00
７/18・８/１・29（各土曜）
時間　10：00～13：00
９/13（日曜）
時間　10：00～13：00

受講料 教材費　2,000円
申込先 〒636-0012 北葛城郡王寺町本町４丁目15-26

FAX 0745－72－7440（上田牧子）
申込方法 住所、氏名、年齢、TEL・FAX番号、希望コースを明記
の上、はがき又はFAXでお申し込みください。
締め切り ５月20日（水）
問い合わせ 10745－77－7712（西野芳枝）

国保中央病院は、平成17年に奈良県唯一の緩和ケアホーム「飛鳥」
を開設し、奈良県の緩和医療水準の向上・体制の整備に努めてまい
りました。その功績も認められ、平成19年１月に厚生労働省から地
域がん診療連携拠点病院として指定されました。こうしたことから、
地域住民の皆様を対象に、緩和ケアに関する理解を深めていただく
とともに、地域に開かれた病院を目指し公開講座を開催しますので、
ぜひご参加ください。
日時 ５月16日（土） 午後１時～午後３時
場所 国保中央病院｢ASUKAホール」（磯城郡田原本町宮古404－１）
対象 地域住民の方（参加費無料）
講演内容 緩和ケア啓発について
問い合わせ 国保中央病院　総務課　10744－32－8800
※席に限りがありますので先着100名とさせていただきます。

公開講座

（奈良県委託事業）
要約筆記奉仕員養成講座
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町民憲章
●緑豊かなまち。美しい自然と環境を守り、住みよいまちを創りましょう。
●未来に伸びるまち。産業の振興につとめ、活力あるまちを創りましょう。
●平和に暮らせるまち。人権を尊重し、笑顔あふれる優しいまちを創りまし
ょう。
●歴史が息づくまち。貴重な文化遺産を守り、文化の香り高いまちを創りま
しょう。
●健康あふれるまち。心身をきたえ、スポーツに親しみ、明るいまちを創り
ましょう。

人　口／9 , 0 7 1人

男　4 , 3 8 7人

女　4 , 6 8 4人

世帯数／3 , 4 0 1世帯

（平成21年４月１日現在）

結崎・唐院小学校閉校式　　　　　３月25日

３月25日　水曜日　結崎・唐院両小学校で閉校式
が行われました。
結崎小学校閉校式では、学校長式辞や来賓あいさ

つのほか、児童代表による閉校のことば、生徒全員
による「なかまの歌」の斉唱があり、閉校記念行事
として、これまで総合的な学習の時間で取り組んで
きた「能楽」の鑑賞会が、川西文化会館コスモスホ
ールで行われました。
唐院小学校閉校式では、閉校記念行事として、在

校児童による劇や合奏の披露、学校の一年間を振り
返るスライドショーのほか、この日のために作詞・
作曲された「この手を離さずに～さようなら唐院小
学校～」を参加者全員で歌いました。また、長年使
用してきた校庭では、地域住民・教職員・在校児童
が力をあわせて
「もちつき」を行い、
これまでの歴史を
振り返りながら閉
校する学校を懐か
しむ姿も見られま
した。

～　出発　川西小学校
みんな仲良く明るい学校　～

川西小学校開校式 ４月６日

４月６日　月曜日　結崎・唐院両小学校を統

合し、新たに誕生した「川西町立川西小学校」

の開校式が同校体育館で行われました。

開校式典では、開校宣言及び校旗授与が行わ

れ、開校宣言書及び新小学校校旗が島田教育委

員長から山田川西小学校長に手渡されました。

また、上田町長による式辞、来賓による祝辞

のあと、旧結崎・唐院小学校の代表児童による

開校のことば、全校児童による「川西小学校校

歌」の斉唱があり、「新生川西小学校」の第一歩

を出席者及び在校児童ともに分かちあいました。
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●５月の町民開放日（アリーナ）は５月９日（土）です。（対象者は川西町在住・在勤者）
●６月の運動場抽選会は５月25日（月） 午前９時より中央体育館２階会議室で行います。

奈良県JET青年連絡協議会第27回イベント

International  Arts  FestivalInternational  Arts  FestivalInternational  Arts  Festival

県内の公立学校で英語を教える外国青年たちが、各国の紹介や美術展、体験コーナー、
コスモスホールでパフォーマンスなど行う楽しい国際交流イベントです。
みなさん、ぜひお越しください。
日　時：６月28日（日） 13：00～17：00
場　所：川西文化会館
主　催：奈良県ＪＥＴ青年連絡協議会　共催：奈良県、川西町教育委員会
内　容：ＪＥＴ青年による各国の紹介コーナー、体験コーナー、

ホールでの舞台発表など各種イベントを予定しております。
問合せ：奈良県ＪＥＴ青年連絡協議会（県国際観光課内） 10742-27-8477

川西町教育委員会社会教育課　10745-44-2214

インターナショナル アート フェスティバル
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♪
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川西町町民憲章にも「平和に暮らせるまち」・「人権を尊重し、笑顔あふれる優しいまちを創りま
しょう」と謳いあげ、町をあげてあらゆる場、いろいろな機会をとらえ、教育や啓発活動を進めてき
ています。しかし、世の中に目を転じますと、近年陰湿化・悪質化した人権侵害（傷害事件・詐欺・
偽装・隠蔽・ネットへの悪質な書き込み・誹謗中傷・いじめ・なかまはずれ・DV 等）がマスコミ
をとおして私たちの耳目に届きます。そのたびに心の痛む思いがします。このようなことを知るにつ
け、本町においてもそれらを生み出す温床をなくす環境づくりが大切と考えます。本年度の「人権教
育研修講座」は以上の状況をふまえ、人権文化の根付くまちづくりの一助となれば、という願いを込
めて下の表のように開催いたします。きっと、参加してよかったとおもっていただけることと存じま
す。ご近所お誘い合わせの上ご参集くださいますよう、ご案内申し上げます。

場　所 川西文化会館　　サークル室ABC ★第２回は町民集会のためコスモスホール
時　間 午後１時30分～３時00分
主　催 川西町教育委員会・川西町人権教育推進協議会

2009年度（平成21年）

川西町人権教育研修講座の開講について
～ ご　案　内 ～

回 開　　催　　日 講　　　　師 内　　　　容

１ ６月13日（土） 竹本　昌英さん 心の健康づくりと自己啓発

２
町民集会

未　　定 未　　定
（期日未定）

３ ８月17日（月） 北川　　進さん 「労働歌から人権問題を考える」

４ 10月15日（木） 稲葉美代子さん 薬害エイズから見えてきたもの

５
2010年ああああ

仲川　順子さん
国際交流とは、

１月25日（月） わたしたちにできることは

川西町文化協会所属

笛の音ロビー
コンサート

フルート・オカリナと
ピアノのアンサンブル

日　時 平成21年６月13日（土）
開演　午後２時
開場　午後１時30分

場　所 川西文化会館２階展示ギャラリー

入場料 無料コーヒー紅茶付（要整理券）先着80名
主　催 アンダンテ

後　援 川西文化会館　川西町文化協会

問合せ 090－5063－3934（樋本）

（本年度の予定）
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第61回　歩いて見よう会

☆伊賀上野は大和の箸尾家と関係の深い（20万石）筒井定次の築城によって、始まった奈良に最も近
い美しい城下町です。
江戸・明治・大正時代を通じて、当時の町割りや和のなごみを今にそのまま残されています。
また、筒井定次が創設した上野天神宮、秋の祭りには、薙刀鉾を始め九基もの立派なだんじりが、城

下町を巡行し、全国から10万人余の観光客が押し寄せてくると云うだんじり会館を始め、松尾芭蕉の生
家、忍者博物館、その他多くの資料館や文化財など数多くあります。
観光協会のガイドさん（伊賀の語りべ）にご案内をお願いしています。
春の一日をゆっくり歩いてみませんか。
また見事な秋の天神祭りを是非一度ご覧になってはいかがですか？
多くの方のご参加をお待ちしています。
日　　　時 平成21年５月17日（日） 結崎駅前　午前８時15分

結崎発時橿原神宮前行　８時25分発　　八木ー伊賀神戸経由
上野市駅（着） 10時20分予定　　帰り　結崎駅　５時前後の予定です。

交通費　その他 電車片道　1080円　資料館等の入館任意（200～700円）
当　　　日 どなたでも自由に参加して下さい。事前に申し込みはいりません。

当日　午前８時15分までに集合場所にお越しください。
是非多くの方のご参加をお待ちしています。

参　加　費 100円　昼食（弁当）飲み物　雨具の用意は各自でお願いします。
大雨は中止にしますが小雨には決行します。（中止の場合午前８時に決定）

ご　案　内 森川和郁　0745－44－0706 中尾　陽　0745－43－0336

薦田義治　0745－43－1653 福山清市　0745－44－2602

式下中学校1年生『寺川堤防クリーン活動』を実施
３月19日、式下中学校１年生が、寺川堤防清掃活動を実施しました。この活動は、地域の清掃活動を通じて、

“仲間と協力しながら勤労・奉仕の精神を養う”ことを目的に毎年実施されています。７／７から始まった身の回り
の環境を美しくする行動の75人の輪が、学校の近くを流れる寺川の堤防を美しくする全員の行動へと広まりました。
燃えるゴミ、燃えないゴミ合わせて106袋にものぼりました。ゴミの多さに驚くとともに、道を通る際のマナー
の大切さを再認識させられる取り組みとなりました。

伊賀上野の城下町を探訪します

川西町文化協会所属 5月の案内
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町立図書館：川西文化会館内　電話 0745－44－2212 ＦＡＸ 0745－43－3245 休館日／毎水曜日・祝日

第一金曜日・年末年始・特別整理期間　　開館時間／9：30～17：00

川西町ホームページ“http://www.town.nara-kawanishi.lg.jp/"

3日～6日は「本を返すポスト」は閉鎖 ８日～19日は特別整理休館

～図書館カレンダー～

55月月

は休館日 はおはなし会

図図図図書書書書館館館館ののののホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジををををごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい

図書館のホームページでは、利用案内や行事の
お知らせ、蔵書の検索ができます。アドレスは、
次のとおりです。どうぞご利用ください。

http://library.town.kawanishi.nara.jp

66月月

町立図書館

『おはなしの語り手養成講座』
図書館では、世界中の昔話や創作のお話を聞き、
子どもが楽しみから本の世界に入ることを願って
毎月“おはなし会”をひらいています。
そのおはなしを語る語り手を養成するための講座

を､下記のとおり開催します。どうぞご参加ください！
日　程

＊毎回楽しいおはなしを聞いていただきます。

と こ ろ 図書館２階　おはなしのへや
対 　 象 川西町在住・在勤の方（先着10名）
講 　 師 橋本　比佐子（川西町立図書館司書）
申込方法 カウンターまたは電話・FAX・はがき等

（住所・氏名・年齢・電話番号を明記のこと）
申 込 先 〒636－0202 川西町結崎32－１

川西町立図書館
1 0745－44－2212 FAX 0745－44－2920

申込期間 平成21年５月８日f～５月31日aまで。

日・時 内　　容
６月23日c おはなしの基本を学ぶ①第１回 午前9：45～11：30 おはなしとは

７月14日c おはなしの基本を学ぶ②第２回 〃 おはなしを選ぶ

９月15日c おはなしの基本を学ぶ③第３回 〃 昔話・創作

10月20日c第４回 〃 おはなしの実習①

11月17日c第５回 〃 おはなしの実習②

12月15日c おはなしの基本を学ぶ④第６回 〃 おはなしについての質問等

１月19日c おはなしの基本を学ぶ⑤第７回 〃 子どもとおはなしを楽しむには

こんな本もどうぞ ～新しく入った本から～

アジア人との正しい付き合い方 小竹　裕一 日本放送出版協会
浮世女房洒落日記 木内　　昇 ソニー･マガジンズ
円高円安でわかる世界のお金の大原則 岩本　沙弓 翔　泳　社
お子様おけいこごと事情 杉山由美子 岩 崎 書 店
お年寄りと話そう 日野　純子 春　風　社
画商の「眼」力 真贋をいかにして見抜くのか 長谷川徳七 講　談　社
希望ヶ丘の人びと 重松　　清 小　学　館
作家のおやつ 平　凡　社
炊飯器で超かんたんふんわり米粉パン 多森サクミ 家の光協会
すごい本屋！ 井原万見子 朝日新聞出版
戦国武将引き際の継承力 童門　冬二 河出書房新社
草庵に暮らす 榊　　莫山 岩 波 書 店
だから、男と女はすれ違う 奥村　康一 ダイヤモンド社
だれだってネオパパ 男の子育てのススメ あいはらひろゆき 岩 崎 書 店
誰にでも分かる自治体財政指標の読み方 今井　太志 ぎょうせい
トーキング・ボディ 英語からだ表現事典 稲葉　茂生 港　の　人
どうせ、あちらへは手ぶらで行く 城山　三郎 新　潮　社
動物の置物をつくる 双　葉　社
奈良大和の祭り 野本　暉房 東 方 出 版
日本で「一番いい」学校 金子　郁容 岩 波 書 店
猫を抱いて象と泳ぐ 小川　洋子 文 芸 春 秋
野山の名人秘伝帳 かくまつとむ 農山漁村文化協会
はて、面妖 岩井三四二 光　文　社
パパは楽しい躁うつ病 朝日新聞出版
ビジネス三国志 石井　淳蔵 プレジデント社
文芸誤報 斎藤美奈子 朝日新聞出版
崩御と即位 宮中で何が起こっていたのか 保阪　正康 新　潮　社
本日のスープ 大久保ゆう子 求　龍　堂

コロナブックス
編　集　部

『つくる陶磁郎』
編　集　部

北　杜夫・
斎藤　由香

5月のおはなし会
◎小さい人　4才～1年生まで　 9日（土）
◎大きい人　2年生～中学生まで　23日（土）
どちらも11時からおはなしのへやで

長期貸出のお知らせ
6月8日（月）～6月19日（金）まで休館して、蔵書点検

などの作業をさせていただきます。
そのため5月25日（月）～6月7日（日）まで、いつもより

も多く（ビデオは除く）、そして長く借りていただけます。
皆さんには、長期にわたりご不便をおかけしますが、ご
理解の上ご了承いただけますよう、お願い申し上げます。


